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部
活
・バ
ン
ド
…
振
り
返
る
と
音
楽
が
あ
っ
た

ざ鸞∵,な
母校群像記

擁
調
、
彗
本
高
校

（藪
下
、
構

嘉
）
の
美
著
郷
〓
蓮
な
る
Ｏ
Ｂ
を

轟
介
も
た
が
、
書
楽
Ｌ
音
響
を
か

け
た
同
簿
生
も
少
な
く
な
い
ｃ

鐵
本
錢
行
業
務
職
簑
事
篠
の
竹

澤
秀
艤

（瓢
、
譴
琴
率
）
は
書
楽

部

で
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い

た
。
駅
義
鐘
姿
会
で
シ
ュ
ー
マ
ン

や
シ
ベ
リ
ウ
ス
を
演
奏
し
た
が

「豊
の
機
知
ら
ず
め
高
校
生
だ

い

た
」
と
振
り
返
る
〓
文
要
銀
Ｌ
類
を

出
し
た
い
ゝ
鶏
会
中
の
続
本
調
繁

を
餐
業
を
疲
け
轟
し
て
見
〓
行

っ

た
り
し
て
青
春
時
代
を
満
饗
。

３‐

ぶ
難
久
レ
ー
ス
は
き
つ
か

っ
た
ャ

星
に
ま
め
を
つ
く
む
な
が
ら
学
犠

〓
瀧
っ
て
く
る
銀
に
は
ず
で
に
澤

宅
す
る
生
徒
も
い
た
ゃ
今
は
銀
行

業
務
を
撻
当
す
る
部
島
の
ナ
ン
バ

ー
ツ
ー
と
し
て
轟
銀
を
支
え
る
．．

音
楽
部
で

一
人
光
を
欺

っ
て
い

世
界
的
な
権
難
籠
、チ
ョ
ン
ミ
ヽ
ョ
ン

フ
レ
氏
（在
一
と
　
チ
静
ン
氏
の
難
俸

す
る
難
響
カ
ル
メ
ン
公
演
で
、
石
等

は
豪
括
薄
を
務
め
た
――
■
毛
氏
警
無

拝

者

の

石
毛

保
彦

一
恥

、
鍵
筆

す
‡

．
３
戯
か
ら
バ
イ
オ

雫
ン
を

弾

い
て
い
た
の
で
レ
ベ
ル
が
違

っ

て
い
た
〓
小
学
校
め
時
に
習

っ
た

し
ア
ノ
め
先
ｔ
が
特
慕
音

楽
部
め

薮
鋼
だ

●
た
な
で
入
学
．

‥
毎
ｔ

■
時
か
ら
舞
輩
‥‐こ
も
強
受
議
ぬ
機

苺
を
し
て

い
た
．

理
系

ク
ラ

ス

で
鎮

発

を
糧

指

し

、
東
大
付
墨
翁
簑

で
網
科
匿
と

し

て
裁
年
熾
轟
た

、　

一
鷲
拝
者
に

な
い
た
い
」
と
壽
慧
い
も
接

て
き

れ
ず
、
鍾
器
を
辞
め
て
轟
購
学
覆

大
学
青
苺
学
部
で
学
び
、
事
を
実

議
甍
一
一↓た
．

三
誕
の
轟
ジ
ブ
琴
美
管
館
館
姜

の
中
島
溝
文

一
創
、
泄
撃
菫

｝
量

ド

テ

ム
繊

球

め
高
性

生
活

だ

「

た
キ
家
）
一轟

■
た
ド
ラ
ム
を
中
学

校
か
ら
た
た
い
て
い
た
。
鍛
宅
す

る
と
す
ぐ
ド
ラ
ム

．　

一
支
篭
集

め

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

、
外
ぬ
ス
タ

ジ
オ
を
攣
い
て
有
ぶ
こ
パ
ン
ド
を

難
ん
で
諄
習
し
た
一
．
３
年
時
に

音
楽
ね
魅
強
わ
菫
摂
を
通
ら
れ

、

魅
機
め
道

へ
ｔ
菫
人
か
ら
経
よ
銀

行

纂
各
三
井
彙
業
祭
行
〓
・一ス
行

．

当
時
か
ら
付
議
会
い
鋳
轟
ぅ

た
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
）
め
錆
本
績
夫

フ
ロ

デ

ュ
ー
サ
ー
か
ら
〓
が
わ
か
り
、

キ

ャ

ン
バ

ス
改

尋

な

難

め

る
藁

犠

．
名
古
盛
き
大
紅
ほ
鉢
薬

コ
ー

ス
か
ら

ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
機
―
ス
、

音
楽
議
織

ｍ
ｌ

ス
な
ど
多
籍
な
プ

熙
グ

ラ
ム
が
目
驚
さ
れ
て
い
る

Ｏ
ｎ
Ｏ
ｉ
奪
美
精
館
難
姜
三

ヽ

裏
嬢
時
代
な
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部

で
資
棄
と
は
糠
一誠
た

争
た
が

、
日

本
］
音
楽
界
を
引

，
芸

っ
て
い
く

人
籍
を
育

て
る
摯
事
に
義
い
た
め

が
名
古
難
青
養
大
学
姜
↓
商
構
輩

（
ｍ

、
鍵
年
率
一
．　

一
郷
講
な
か

り
や

っ
て
い
た

、
だ
か
餞
一る
と
す

や
電
轟
か
る
■
二
な
る
ヽ
手

一い

３

１
卜
だ

「
た
．
義
選
し
て
８
年
に

な

っ
て
か
ら
も
謗
手

二
象
を
海
導

て
い
た
一
と
い
う
奪
ご
ス
ホ
ー
ザ

が
大
好
き
た

，
た
≡

恒
鍔
の
水
泳
入
金
も
思
い
轟
滋

い
，
学
年
対
袴
戦
の
メ
ド
暑
‥
雫

ン
ま
で
墓
疇
が
出
識
し
た
１
年
生

が
経
書
　
肇
聾
■
教
簿
ぎ

ヽ
簑
挙

だ

一
Ｌ
入
喜
び
し

て
い
る
姿
か
忘

れ
ら
れ
な
い
．ヾ
名
古
燿
大
法
学
繰

で
学
び
、
〓
大
学
や
集
占
難
青
大

で
繁
鎮
に
ｔ

，
た
．
義
姿

，
姜
輝

■
手
鎧
を
菫
わ
れ
膊
〓
ｔ
名
古
奪

青
Ａ
鉾
学
長
に
裁
経
．
持
ち
薄
義

獄
青
会
系
で
魅
驚
あ
る
学
覆
づ
く

い
た
雄
り
置
４
　
饉
大
学
〓
は
金

山
正

一
（腱
、
神
等
卒
｝
か
Ｌ
ア

ノ
費
師
と
し
て
在
凛
．
特
高
時
代

量
オ
‥

，
ス
ト
ラ
ク
ラ
ザ
ー■
章

雲
、
武
藍
野
音
貴
に
進

奪́
ヽ

（簑
苺
轟
）

■lr‐‐ギ■I■
‐■■■■■|■ ■ ‐菫

=

警 頷二

鞭 任総先生が琴装QttIこ

1ま なこけ :こ欝考吟 じてくれ

たJと攘糞を忘れない竹輝

三義轟■ジず り美持建 モ東京義二三窺 ‐

tl :i Fl詩薇
=0・

手華事警:= チ {メ・「 卜:ま くヽ

華まい
'一

ソンで難スできる.鮮しく:ま
=|難奉ホーム・ 一ヽゴ

'ht竜

1,:ギ 、ヽヽ ∵ヾ.撃lil)11

1111壼、1■ 1霞11.JF√ :でt石毛巾演警会暴・i・ ‐

定 :ま
=ト

ームヘーぎ :量 I"ゃ :「

'1、

1、 1==.:11電 1ヽ

:r.ゃ 廉傘(ヽ 31t,』 lli卜 ●ヨ11,【 表ヽ雲●/｀ マ`苺
『

01苺 t■ .セ 11

:1111  で ‐

■■■‐|
主
=轟

書
=■111■ :・

‐`
デ::Itl   l

高墳からの舞宅織 411、

小さ11市の噴茶店に仲毀
と寄づ重 していたや轟

義
琴
民

ｉ

■

〓

―

―

〓
．

購りものに
お土産に

薬

壼O123く 634)G310

静書ギ一η

すべての内容は日本の著作権還詮謬量誓轟糞約鷺雷奪蒸肇馨乳讐よ妻暮:

■ |:

蜻

F 璃


